
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私たちは「地域をつなぐ・人をつなぐ・心をつなぐ」をキーワードとして、 

さまざまな事業や活動に取り組んでいます。ニュースレターつなぐ～るでは、 

今後も取り組み事業や活動情報、活動のようすをわかりやすく、読みやすい 

紙面でお届けします。 

 

◆『会報』電話アンケート実施◆ 

昨年度 12月～1月にかけて県内 20市から無作為に選んだ 88名の方を対

象に会報について電話によるアンケートを実施しました。突然の電話で回答

に困られた方もいらっしゃったと思いますが、ご協力いただいた皆さん、貴

重なご意見をありがとうございました。 

≪アンケート結果（抜粋）≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●あまりインターネットを利用しないためＨＰやブログを閲覧したことがない

方が多く、当団体からのお知らせをお伝えするために紙面を使った情報ツール

も大切であることがわかりました。 

●ボランティア活動や講座、学習会、イベントなどの企画に参加したいという気

持ちがあっても実際に参加した人は少ないようです。「なないろえんぴつ」・「ニ

ュースレター つなぐ～る」やＨＰなどで、新鮮な情報をお伝えしていきたい

と思います。 

●文字の大きさやレイアウトにも配慮し、読みやすい紙面を心がけます。 

●皆さんが読みたくなる記事やコーナーを随時企画してきます。ご意見・ご要望

などありましたら、ぜひお知らせください。 

これからも、「ニュースレター つなぐ～る」をよろしくお願いします！ 

 はい(ある)      いいえ(ない) 

いつも会報を読んでいますか？ 65 23 

読んでいると答えた方 65人について 

①活動状況で関心を持った内容はありますか？ 25 40 

③企画に参加したいと思ったことはありますか？ 27 38 

④企画に参加したことはありますか？ 9 56 

⑤ボランティアに参加したいと思ったことはありますか？ 29 36 

⑥ボランティアに参加したことはありますか？ 9 56 

⑦HPをご覧になったことはありますか？ 8   57 

名称が新しくなりました！ 以後よろしくお願いします！ 
 

キーワードは 

つ な ぐ 
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       生活クラブいなげビレッジ虹と風で 
        千葉市からの委託で「こどもカフェ」モデル事業をスタート！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       小学校高学年～高校生 
 

平日 14：00～19：00（原則：毎週火曜日） 
土日 10：30～15：30 

【オープン日程は右ページ】 
 

無料 （ただし、イベント参加は実費） 
 

           生活クラブいなげビレッジ虹と風 虹の街いなげ２Ｆ 地域活動スペース虹 
（千葉市稲毛区園生 1107-7） 

◆いなげビレッジ虹と風でやることのメリット◆ 
生活クラブいなげビレッジの虹と風では、多機能拠点として生活クラブ

千葉グループの 6 団体がさまざまな事業を展開していますが、VAIC-CCI

が「こどもカフェ」をスタートさせることで、新たな機能が加わることになりま

す。あかちゃんから高齢者まですべての世代が、ここで出会い、つながり、

交流が生まれることでしょう。 

【座ったと思ったら腕相撲が始まる…】  

◆「こどもカフェ」で私たちができること◆ 

「こどもカフェ」は、学校でもなく家庭でもない地域の中の第三の居場所であると同

時に、子どもたちが地域での人間関係を作る新たな場所でもあります。子どもたち

が、自由に出入りし、信頼のできる大人の見守る中で、少しずつスタッフとの信頼

関係を築き、親にも先生にも友達にも相談できない悩みや課題を話すことができる

ようになると考えています。子どもの話に向き合い、じっくりと聴くことで子ども自ら

が解決策を導きだすよう促します。また子ども自身で解決できないことや、急を要 

【学生のボランティアと楽しく…】  する場合などは関係機関につなぎ、解決方法を見出していきたいと思っています。 

 
    
子供たちに信頼される大人が見守る中で、一緒に勉強したり、仲間と遊んだり、 

時にはひとりで読書したり…子供たちにとって安心安全で居心地のよい場所です。 
  

「こどもカフェ」は、学校でも家庭でもない地域の中の第三の居場所として、 

千葉市の次世代育成支援行動計画に位置付けられています。 
 

すでに、千葉市はこの「こどもカフェ」モデル事業を２０１１年９月より、 

高洲保健センター跡地施設１階の交流スペースで、学校法人植草学園に 

運営を委託し、土日を中心に月３～４回実施しています。 
 

そして今回の稲毛区園生がふたつ目のモデル事業となりました。 

 

 

 

 

オープン時間 

対   象 

利 用 料 

場  所 

こどもカフェ  

 

をオープン! 

 

さーど 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～独立行政法人福祉医療機構    助成事業～  

家計簿管理学習会 ～健全な家計管理のための学習会～                    

 
 
 
 
 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

℡ 043-290-8015 （担当：平川） 

開催月日 時  間 会  場 

10/25(木) 10：00～12：00 生活クラブ風の村さくら 

10/25（木） 10：00～12：00 
千葉市社会福祉協議会稲毛区事務所 

 稲毛区ボランティアセンター（稲毛保健福祉センター内） 

11/2（金） 13：00～15：00 野田市北コミュニティ会館 第一集会室 

12/10（月） 10：00～12：00 生活クラブ風の村 特養ホーム八街 会議室 

1 月 柏方面 詳細準備中 

＜持ち物＞ 

 ●筆記用具 

講座内で使用する家計簿（冊子・CD）と電卓はこちらで用意

します【終了後、電卓と家計簿はお持ち帰りいただけます】 

＜資料代＞200 円 

 

平成24年度の厚生労働省の社会福祉推進事業に「生活福祉資金貸付事業に

おける自立支援に関する調査研究事業」について応募し、採択されました。 

 

今回採択された調査研究は、平成21年10月に借入条件が大幅に改善された生活福祉資金貸付につ

いて、その改正から約３年が経過した現在までの貸付状況について全国の社会福祉協議会に対してア

ンケート調査を実施し集計分析をするものです。また、私たちは、平成20年8月より、千葉県の委託事業

として多重債務者等への相談事業、生活再建支援相談事業を実施してきましたので、相談の現場 

から見えてくる相談者の実態と重ね合わせて、生活困窮者が必要としているセーフティ 

ネットについて考察します。 

 

 

＜学習内容＞ 

●１ヶ月の家計管理により、家族の将来設計、 

必要経費の見通しを立て将来に備える方法 

●手軽に使えるカードの落とし穴 

●リボ払いについて…など 

オープン日 

１０月  2 日（火）     

9 日（火）            

16 日（火）       

27 日（土）イベント  

11 月  6 日（火） 
13 日（火） 

20 日（火） 

24 日（土）イベント 

 
 

楽しい企画・イベント開催します 
  

◆デジカメ教室 

10 月 27 日（土） 10：30～12：00  

参加費：無料 
持ち物：デジカメ・携帯・DS・・・など 

＊手ぶらでも OK（こちらで用意します） 

◆11 月 17 日（土）街・たんけん隊（予定） 

＜こどもカフェ 10・11 月の予定＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                          

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「つなぐ」 「つながる」 

○○教室の参加者。第 1回目は緊張気味、第 2回目

に少し和やかになり、第 3 回目には 30 分も早く来

てスタッフと会話を楽しんでいる。「この教室で習

ったことを考えて生活するようになったの」「この

ような集いでお友達を探したいの」「一人だからが

んばらないといけないの」こんな声が聞こえるよう

になった。 

公園のベンチで過ごしている姿を度々見かける

方に「お暑いですね」と声をかけてみた。「体力が

低下しないように、毎日散歩しているんだよ。日中

は出来るだけ外で過ごしているんだよ。」夕方も公

園のベンチに座っている。「まだ暑いですけど大丈

夫ですか」と声をかけたところ、「大丈夫だよ、 

ありがとう」と声が返ってきた。 

この地域の人と“つながる”こと 

ができたのかなと、ほっとした 

ひと時だった…❤ 

（K.S） 

                          

        

 

素敵なボランティア活動をしている方をご紹介します 

 風の村でのボランティア～人や社会とのつながりを実感します～ 

 私は、知人の勧めで風の村でボランティアを始めて約 3年になります。活動内容は、デイサービス

の利用者さん達とお話をすることです。私は自分から話すことが苦手で、ボランティアを始めた頃は

戸惑う事も多くありました。 

 例えば、利用者さんとの話のきっかけがつかめず、沈黙が続いたり、一言

で話が途切れてしまうことがよくありました。しかし、活動を続ける中で、

利用者さん達と一緒にゲームや歌を歌う機会が増え、それがきっかけで、

徐々に利用者さんと自然に会話ができるようになりました。何か話さなけれ

ばと考えすぎるよりも、利用者さんと様々な活動を一緒に楽しむこと、楽し

い時間を共有したいという気持ちの大切さに気がつきました。 

 また、毎週水曜日の午後は、アルルカンで利用者さん達と編み物クラブに参加して、編み物をしな

がら会話をしています。編み物初心者の私ですが、利用者さんに励まされながら進めています。 

 風の村で、様々な方々と関わる中で、新しい発見や学ぶことがたくさんあり、 

視野が広がったように思います。そしてボランティア活動を通して人や社会との 

つながりを認識し、社会参加につながっていると感じました。今は、テーブルを 

囲んで複数の方と話すことが多いのですが、これからは 1対 1でじっくり 

会話する機会を増やすなど、様々な視点を持ち、笑顔を大切に活動を続けたいと思います。 

 （鈴木香織 30代） 

 

 

 

               

 

 

 

                             

 

 

 

食欲の秋・実りの秋到来！ 

食卓のヒントに！ 
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